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働く女性・女性活躍推進への問題意識	


アクティブ人材：２０％	


非アクティブ人材：２０％	


一般：６０％	


就労断念	


就労断念	


→	


→	


再雇用	
  
	
  

リカレント	


→	


→	


・女性活躍
見える化

サイト	
  
	
  

・キャリア
アップ	
  
（全体）	


→	
 チャレンジ	


【行政の打ち手】	
【現象】	
【予防策】	


就業継続に対しての予防策が、会社ごとに任されており、就労断念を決定してしまう「２０−３０代女性」「育児休業
中の女性」への明確な打ち手が施されず、就労断念後の対処療法への注力になっている。	


就労困難	




提言：若手への具体的施策の実施、ミスマッチ施策の防止　（効果指標の改善、施策の見直し）	


２名の担当がいる場合	
  
	
  

年間1500万円	
  
以上の投資	




＜調査回答対象＞�
・回答年年齢：２３歳〜～４７歳 　�
 　 　 　 　 　 　 　⼥女女性498名�
・期間：2017/1/3〜～2017/2/14�
・調査⽅方法：インターネット調査�
・調査実施期間：スリール株式会社�
  �
�
＜調査分析対象＞�
・調査分析対象者：�
 　２３歳〜～３９歳、⼥女女性、⼦子どもなし、�
 　職あり、347名�
�
※23­−24歳：15名、25-‐‑‒29歳：133名、
30-‐‑‒34歳：145名、35-‐‑‒39歳：54名�
�

アラサー子無し・働き女子	
  
350名のアンケート分析	


※５月中旬フリーダウンロードでのリリース予定	




50.4%	


49.6%	
46.6%	


53.4%	

はい	


はい	
 いいえ	


いいえ	


両立不安が原因で、	
  
	
  
●転職・退職を考える人：５０．４％	
  
	
  
●妊娠・出産を遅らせる人：４６．６％	


92.6%	


92.6%	


両立不安とは？	
  
「仕事と子育ての両立に直面する前から、	

不安を抱えてしまうこと」　*スリールの造語	
  
	
  
	
  
●子どもを育てながら、仕事を続けていきたいと

いう意欲がある:90.6%	
  



Q:現在の仕事は充実してますか	
  

　　81.4％	
  
Q:求められればマネージメント（管理職）も	
  
	
  	
  	
  	
  	
  経験してみたい：	
  

　　約60％	
  

両立不安を感じている「92.6%」の意識	
  

「自分（女性）の仕事」だと感じている人が67.1％	


81.4%	
 59.8%	


67.1%	


Q:子どもが生まれたら、自分が家事や育
児をメインでやることになると思う：	
  

　　　67.1％	
  

Q:今の仕事で成果を出すためには「時間」 
　を掛ける必要がある	
  

　　75.5％	
  
Q:子育てをする上では、「時間」を掛ける	

  必要がある：	
  

　　93.8％	
  

今の仕事が充実していて、	

求められればマネジメントも経験したいと感じている。	


75.5%	
 93.8%	


時間	




両立不安を抱えている人へ、	
  
「不安を感じる要因になったシーン」を聞きました。	
  
	


電車で泣いている子供を
面倒くさそうに見ている周囲
の人たちを見て、日本みたいに
不寛容な国でずっと子育ては

したくないと思った
（●歳、●業）

【不寛容な環境】

メディア

電車・バスなど
公共の場

身近な人

会社の中で

身近な社会 で見聞きしたこと

ニュースなど

会社の中での…

ドラマやCMなど…

電車やバス…

親・親戚など…

パートナーの…

その他

特にない

「仕事と子育てを両立すること  に不安がある」と答えた人へ、
「不安を感じる要因になったシ  ーン」を聞きました。

不安を感じる原因になったシ   ーンを、全ておしえてください

70%

40%

40%

70%

Q.

「保育園に預けるのはかわ
いそうなこと」「子育ての責任
は母親にある」「母親は何よりも
子供を優先するべきである」と
いったようなことが、無意識に
刷り込まれていたように思う

（●歳、●業）

会社の中で、以
前営業で頑張ってい
た人がワーキングマ
ザーになると事務職に
なっているのを見て
（●歳、●業）

ワーキングマザー
がみんなスーパーウー
マンみたいな人ばかり
で、私にはあれはできない
と絶望的な気持ちになっ
たことが何度もある
（●歳、●業）

夜中まで働いて
いるのが当たり前、
頑張るのが当たり前
の会社。このまま子育
てはできない
（●歳、●業）

多くの友人が好きだった仕事を
諦めている。後悔しつつも
これしかできないと言っている

（●歳、●業）

専業主婦になった
姉が、どんどん社会と離れていき、
復帰に自信をなくしているのを見て

（●歳、●業）

公共の場で騒いだり泣き
続ける他人の子どもを見る
と、そのうるささが辛い。自分の
子どもをきちんと愛してしつけ
ることが出来るのだろうかと

不安に感じる
（●歳、●業）

旦那が夢のために
仕事を退職する予定。
産休・育休中の生活
費に不安がある
（●歳、●業

家事は女性（パート
ナー）にやってもらえたら
助かるうれしい（甘え）という
暗黙の雰囲気を感じる
（●歳、●業）

「子育ては大変。簡単
じゃない。あなたにはま
だ分からない」と親に
一方的に言われた
（●歳、●業）

待機児童問題でそも
そも保育所に預けられず
働き続けられないのでは
ないかと思った
（●歳、●業）

メディアが報じるワーママ
の現状は、本当に大変そう。
解決策のないまま、報道が

終わったりする
（●歳、●業）

職場の同僚がほ
とんど「専業主婦の
妻がいる男性」。
働く女性について
理解が足りない
 （●歳、●業）

「過去育休を取った
人がいた時に大変だった」
という話を周囲の子どもがい
ない管理職女性がしてきたり、
今私がいなくなると困ると
言われることがある
（●歳、●業）

経営者が女性が
出産後も働くことを
良く思っていない 
 （●歳、●業）

子どもがいる人
にはやらせられない
仕事がある、と上司が
はっきり言っている
（●歳、●業）

全国転勤前提
なので、子育てしなが
ら仕事を続けられない
（●歳、●業）

夫の仕事が昼夜土日
問わず呼び出しのある
ポジションで辛そう。仮に
子どもができても協力を
求めづらいと思ってしまう
（●歳、●業）

【同僚の姿】 【先輩の姿】
【現在の働き方】

【友人の姿】
【姉妹の姿】

【子どもへの対応】

【妻としての期待】

【母としての期待】

【待機児童】

【ワーキングマザー像】

【同僚の言葉】

【上司からの言葉】

【会社のメッセージ】

【上司からの言葉】
【現在の働き方】

【夫の働き方】

刷り込まれた
理想の母親像【 】

世帯年収への
不安【 】

この会社では無理かな…

やっぱり、社会との接点は持っていたい
人に迷惑をか  けず、
余裕のある親  になれるのかな？

両立するなら完璧なワーママに
ならなきゃいけないの？
保活の戦争に勝てそうもない…

私が家事や育児を
頑張らなければいけないの？

パートナー・親	
  	
  
	
  Q.不安を感じる原因になったシーンを、	

   全て教えてください	
  

●会社の中で：７６．９％	
  
●メディア（ニュース、ドラマ、CM）：４１．３％	
  
●電車やバスなどの公共の場で：２３．６％	
  

●親・親戚などの状況を見て・話を聞いて：２３．６％	
  



残業せずに、同じパフ
ォーマンスを出せるか。
雇用形態を変えざるを
えないのではないか 
（●歳、●業）

【仕事の評価】

仕事に全力を傾けら
れないことが、ストレス
にならないか 
（●歳、●業）

【仕事の達成感】

夫が長時間労働で帰
宅が遅く子育ての協力を
あまり見込めない。自分に
ばかり負担や責任が
増えるのでは？
（●歳、●業）

ー ウーマンになりたいのかな？
子どもが大好
きなのに預けて
後悔しないか？
（●歳、●業）

妊娠することで、今
のキャリアが変わる
のではないか
（●歳、●業）

バリキャリではない
自分が両立などできる

のか
（●歳、●業）

夜遅くまでの仕
事が多く、子どもと
の時間を確保でき
ないと思う（●歳、

●業）

体力もないし、
「働いて帰ってごはん
を作ってお風呂に入れ
て」の毎日を繰り返すの

は辛そう
（●歳、●業）

時短勤務になることに
よって、まわりに迷惑を
かけないか。それを気にし
てばかりのじぶんのメンタ

ルは大丈夫か？
（●歳、●業）

睡眠時間 4 時間の
スーパー・ワーキング
マザーにはなれない  
（●歳、●業）

もやもや不安の中身
    （自由回答コメント）  

【パートナーの状況】
【子育て】

【仕事の評価】

【子育て】【働き方】

【周囲との関係性】スーパーウーマン
になりたい？【 】

スーパーウーマン
になりたい？【 】

意識の
傾向

両立するには、仕事も家事も子育ても、
「しっかり」「自分で」やらないといけないと思っている

アンケートから浮かび上がる
両立のイメージ

5
仕
事
と
子
育
て
両
立
不
安
白
書

働き方	
  
・「働いて帰ってごはんを作ってお風呂に入れて」の毎日

を繰り返すのは辛そう	
  	
  
	
  
パートナーの状況	
  
・夫が長時間労働で帰宅が遅く子育ての協力をあまり見

込めない。自分にばかり負担や責任が増えるのでは？	
  
	
  	
  
子育て	
  
・子どもが大好きなのに預けて後悔しないか？	
  
・夜遅くまでの仕事が多く、子どもとの時間を確保できな
いと思う	
  
	
  	
  
仕事の評価	
  
・残業せずに、同じパフォーマンスを出せるか。雇用形態
を変えざるをえないのではないか	
  	
  
・妊娠することで、今のキャリアが変わるのではないか	
  	
  
	
  
スーパーウーマンになりたい？	
  
・バリキャリではない自分が両立などできるのか	
  	
  
・睡眠時間4時間のスーパー・ワーキングマザーにはなれ

ない	
  
	
  	
  
周囲との関係性	
  
・時短勤務になることによって、まわりに迷惑をかけない
か。それを気にしてばかりのじぶんのメンタルは大丈夫

か？	
  
	
  	
  
仕事の達成感	
  
仕事に全力を傾けられないことが、ストレスにならないか	
  

ちょっと	
  

無理そう・・・	


アラサー子無し・働き女子の	
  
「両立のイメージ」	




vv	


＜就職＞�

⽬目指したいキャリアに�
チャレンジしなくなる�

⽬目指したいキャリアとは�
異異なる転職をしてしまう�

離離職してしまう�
活躍を諦めてしまう�

⼤大学⽣生� 若若⼿手社員� 妊娠中�
育休中社員�

＜転職＞� ＜復復職＞�

マネージャー�

育児中社員�

＜活躍＞�

昇進を諦めてしまう�

「両立不安」の影響	


子どもを育てながら、仕事を続けて	


いきたいという意欲がある:90.6%	
  
両立不安が原因で、	


転職・退職を考える人：50.4%	


ボタンのかけ違いで、働く人もマネージャーも経営者も悩んでいます。	
  
「施策の精査」「施策への効果」へのコミットメントが求められています。	
  


